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五農
できごと

　４月の野菜苗販売など中止が続いていた五農市。
７月から対策を万全にして再開することができまし
た。当日は、多くのお客様に農産物や加工品をご購
入いただきました。

　午前・午後に分けて
開催。近隣の中学生に
対して、各学科のブー
スで生徒が一生懸命に
説明しました。

　生物生産科で実施。最
新の大型トラクタの乗車
体験やドローンの役割に
ついて理解しました。最
新の農業について知る良
い機会となりました。

　例年よりも縮小した規模の運動会。その状況にもめげず、
コロナの鬱憤を晴らすように熱くなった生徒。当日は好天
にも恵まれ、生徒の生き生きとした表情が印象的でした。

　生物生産科で毎年行っている実習。手間暇かけ
たメロンを、無事収穫することができました。そし
て翌日のセリを見学。１箱6,000円の高値で取引さ
れ、生徒は驚いていました。

　今年度は新型コロナウイルス感染防止
の観点から、様々な制約の中で学校行事
や教育活動が展開されました。ここに少
しですが、これまでの活動について紹介
いたします。

五農市

メロン栽培
実習

運
動
会

体験
入学

高性能機械
講習会

　真新しい制服に袖を通した新入生は、保護者
や教職員から拍手で迎えられて第一体育館に
入場。担任の先生方から一人ずつ呼名されると、
元気よく返事をしていました。
　新入生140人が期待や希望を胸に、高校生活
をスタートさせました。 　例年であれば全校で行う田植え

競技会。今年度は３学年のみの実
施となりました。各科協力のもと、
つがるロマンの苗を丁寧に手植え
しました。

　各科の学習や実
習に関する基本的
な知識を問い、専
門性を高める学習

活動として実施。40問出題され、１問題20秒で解
答しました。

入
学
式

校内農業鑑定競技

３学年
田植え大会
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　今年の五農祭はコロナウィルスの影響により、一般公
開を中止し、生徒公開のみとなりました。バラエティー
ステージでは、生徒がダンスやコントを披露しました。
　ＰＴＡ企画の花火も打ち上げられ、黄昏の空を彩りま
した。

　進学試験や就職試験のスケ
ジュールが例年よりも遅くなる
など、不安いっぱいだった今年
の進路。その中でも、見学会や
講演会などを実施し、生徒の進
路達成に向けて取り組みました。

進路学習

五
農
祭

主な進路先（12月14日現在）

弘前大学、青森県立保健大学、福島大学、東京農業大学、青森中央学院大学他

〈公務員〉国土交通省、林野庁、青森県庁、北海道庁、神奈川県庁、中泊町役場

進　学

㈱五所川原中央青果、大泉開発㈱、㈱ユニバース、弘前地方森林組合、青森県土地改良事業団体連合会、
㈱丸大サクラヰ薬局他

就　職

　森林科学科
での取り組み。
これは、適切
な森林管理が
行われている
ことを認証す
る仕組みで、
３年目の審査
を受けました。

ＦＳＣ認証

　田植え大会と同様、例年であれば全校で行
う稲刈り競技会。これも３学年のみの実施と
なりました。立派に育った稲を、鎌で刈り棒
掛けまでを行いました。

３学年 稲刈り大会

　環境土木
科で行って
いる外部講
師を招いて

の実習。コンクリートの打設、擬木の作品制作、
鉄筋施工など職人の技を体験し、技能を習得する
ことができました。

ものづくりマイスター
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　食品製造に必要な知識と技術を
習得させ、加工食品に関する原材

料、分析方法、品質管理、流通について理解させるとともに、食品関
連産業の進展に対応できる能力と態度を育て、主体的に活動する人材
育成を行うことを目標としています。

学

紹

科

介

食品科学科

　土木関連産業や地域社会に貢献
できる人材育成を目指し、農業土

木設計、農業土木施工、水循環、測量などを学習することによって、
自然との共生を図り、環境に配慮したものづくりに必要な能力と態度
を育てます。

環境土木科 　農業関連産業や地域社会
に貢献できる人材育成を目

指し、水稲・野菜・果樹などの一次産業を柱として多角的に学
ぶことによって、地域農業の発展に寄与できる能力と態度を育
てます。

生物生産科

　林業関連産業や地域社
会に貢献できる人材育成

を目指し、森林環境に関する科学的技術を体験することに
よって、森林資源を有効に活用できる能力と態度を育てます。

森林科学科

実習風景 実習風景

実習風景

実習風景
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Ｐ Ｔ Ａ 活 動
五農五農

　五農ＰＴＡ会員の皆様には、平素よりＰＴＡ活動にご理解、ご協力をいただき感謝申し上げます。時

が進むのは早いものであっという間に師走を迎え、寒さも一段と厳しくなりました。

　さて、今年度は異例の形で新年度がスタートしました。皆様もご存じの通り、新型コロナウイルスが

収束しないことから、４月中旬から５月上旬にかけて学校が休校となりました。そのような中で、ＰＴ

Ａ活動がどのようにあるべきか臨時役員会を開催し、話し合いを重ねてきました。特にＰＴＡ総会につ

きましては、社会状況を鑑み書面決議で開催をいたしました。急なお願いにもかかわらずご協力いただ

き、大変感謝申し上げます。

　その他、例年、一学期に行われていた学校公開、あいさつ運動、環境整備を二学期に延期いたしまし

たが、県内のクラスター発生等も重なり、実現できたものは学校公開のみでした。ただ、生徒の活動を

見学できる機会を確保できたことには少し安堵しています。

　五農祭では、一般公開が中止となりＰＴＡの活動もできない状況となりました。そこで、役員で知恵

を絞り子供たちの思い出に残るものをと考え、打ち上げ花火を計画し、実施しました。当日は約５分間

の打ち上げでしたが、多数の生徒から歓声が沸き、保護者も見学していただくことができました。この

活動は、学校の敷地が広い五農ならではだと感じております。

　最後に、たくさんの事業が中止せざる負えない、ＰＴＡ活動に苦慮した一年となりました。まだまだ

新型コロナウイルスによる活動制限もありますが、ＰＴＡとして子どもたちが成長できるようサポート

していきたいと思っております。会員の皆様には，このような情勢でもＰＴＡ活動にご理解をいただき

ありがとうございます。今後も、学校、家庭、地域のつながりを大切にして、子どもたちが安心・安全

に学校生活を送れるよう尽力したいと思っております。ご協力をお願いいたします。

コロナ禍のなかのＰＴＡ活動に苦慮 PTA会長　山 田　真 一

主なＰＴＡ活動

４月 令和２年度ＰＴＡ総会ＰＴＡ総会を書面により実施
学校公開日 …………………学校公開日を延期

５月 本校ＰＴＡだより春号発行 …各会員に配布

７月 運動会………全学年で実施（保護者87名見学）

９月 全校稲刈り大会３学年のみで実施（３学年保護者34名見学）

12月 ＰＴＡだより「涓流」発行……各会員に配布

10月 あいさつ運動………………………………中止
環境整備………………………………………中止

学校公開日 全学年で実施（保護者62名見学）

五農祭

（３学年保護者34名見学）

……………ステージ発表等リモート見学
・打ち上げ花火の実施

ＰＴＡ各委員会、第１回役員会
役員会を資料配付にて実施

全校田植え大会
３学年のみで実施（保護者案内なし）
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